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中 央 会

共創と挑戦の70周年
～更なる飛躍で新時代を創る～

創立70周年記念式典開催

　

本
会
は
、
昭
和
30
年
「
中
小

企
業
等
協
同
組
合
法
」
改
正
に

よ
る
中
央
会
の
制
度
化
と
と
も

に
同
年
11
月
15
日
創
立
し
、
以

来
、
70
年
に
わ
た
り
会
員
並
び

に
会
員
組
合
員
等
の
支
援
を
行

っ
て
き
た
。

　

記
念
式
典
は
、
国
歌
並
び
に

中
小
企
業
団
体
の
歌
を
斉
唱
の

あ
と
、
岩
﨑
会
長
か
ら
「
こ
の

70
年
を
振
り
返
る
と
、
高
度
経

済
成
長
期
に
お
け
る
中
小
企
業

の
組
織
化
支
援
、
中
央
会
共
済

制
度
の
創
設
、
青
年
・
女
性
組

織
の
発
足
、
人
材
育
成
財
団
の

設
立
な
ど
、
当
会
は
時
代
の
変

化
を
先
取
り
し
、
全
国
に
も
先

駆
け
た
取
り
組
み
を
重
ね
て
き

た
。
ま
た
、
地
域
経
済
を
支
え

る
中
小
企
業
の
発
展
の
た
め
に
、

経
営
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
専
門
員
や
推
進
員

の
育
成
並
び
に
組
合
士
並
び
に

中
小
企
業
診
断
士
の
育
成
に
努

め
、
常
に
現
場
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
大
切
に
し
て
き
た
。
加

え
て
、
支
援
の
拠
点
で
あ
る
本

会
本
部
事
務
所
も
昨
年
の
11
月

に
建
て
替
え
を
行
い
、
皆
様
に

ご
利
用
い
た
た
だ
け
る
環
境
も

整
う
こ
と
が
で
き
た
。
70
周
年

を
迎
え
た
今
、
本
会
は
こ
れ
ま

で
の
歩
み
を
礎
と
し
な
が
ら
、

次
の
世
代
に
向
け
て
、
組
合
運

営
に
若
い
世
代
や
女
性
の
参
画

を
促
進
し
、
多
様
性
を
活
か
し

た
組
織
づ
く
り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た

新
事
業
展
開
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

人
材
の
確
保
・
育
成
支
援
な
ど
、

時
代
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
中

小
企
業
振
興
に
貢
献
が
あ
っ
た

優
良
組
合
及
び
功
労
役
職
員
に

対
し
、
鳥
取
県
知
事
表
彰
、
全

国
中
央
会
長
表
彰
、
本
会
会
長

感
謝
状
が
団
体
、
個
人
に
贈
ら

れ
、
功
労
を
た
た
え
た
。

　

引
き
続
き
会
場
を
移
し
記
念

祝
賀
会
を
開
催
し
、
全
員
で
創

立
70
周
年
の
新
た
な
門
出
を
祝

っ
た
。

　

こ
の
式
典
に
お
け
る
栄
え
あ

る
表
彰
受
賞
者
（
組
合
）
並
び

に
感
謝
状
贈
呈
者
は
次
の
と
お

り
。

表彰を行う全国中央会専務理事

記念式典で挨拶する
岩﨑会長

祝辞を述べる平井知事

　
11
月
５
日
、
鳥
取
市
今
町
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
」
に

お
い
て
中
央
会
70
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。
来
賓
と

し
て
、
平
井
鳥
取
県
知
事
、
佐
藤
全
国
中
央
会
専
務
理
事
、
原
口
大

樹
生
命
保
険
㈱
社
長
を
は
じ
め
、
県
内
外
の
関
係
機
関
、
会
員
団
体

約
１
７
０
名
が
出
席
し
て
創
立
70
周
年
を
盛
大
に
祝
っ
た
。
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鳥
取
県
知
事
表
彰

（
敬
称
略
、設
立
年
月
日
順
・
又
は
生
年
月
日
順
）

創
立
70
周
年
　
表
彰
・
感
謝
状

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
表
彰

優
良
組
合（
9
組
合
）

日
ノ
丸
運
輸
交
通
協
同
組
合

協
同
組
合
米
子
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

鳥
取
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

鳥
取
県
遊
技
業
協
同
組
合

賀
露
中
央
海
鮮
市
場
協
同
組
合

境
港
市
循
環
資
源
再
生
利
用
事
業
協
同
組
合

鳥
取
県
穀
物
検
査
協
同
組
合

亜
細
亜
未
来
事
業
協
同
組
合

鳥
取
県
東
部
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

功
労
役
員（
9
名
）

中
　
村
　
　
　
隆

　〈
智
頭
街
道
商
店
街
振
興
組
合
・
代
表
理
事
〉

光
　
浪
　
房
　
夫

　〈
鳥
取
県
東
部
式
典
事
業
協
同
組
合
・
代
表
理
事
〉

森
　
本
　
省
　
治

　〈
鳥
取
県
解
体
工
事
業
協
同
組
合
・
代
表
理
事
〉

森
　
田
　
桂
　
一

　〈
亜
細
亜
未
来
事
業
協
同
組
合
・
代
表
理
事
〉

吉
　
田
　
峰
　
雄

　〈
鳥
取
市
上
水
道
事
業
協
同
組
合
・
代
表
理
事
〉

地
　
原
　
忠
　
実

　〈
鳥
取
県
パ
ン
協
同
組
合
・
代
表
理
事
〉

島
　
谷
　
憲
　
司

　〈
境
港
鮮
魚
仲
買
協
同
組
合
・
代
表
理
事
〉

西
　
山
　
篤
　
夫

　〈
赤
帽
鳥
取
県
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合
・
代
表
理
事
〉

伊
　
藤
　
孝
　
一

　〈
中
部
砂
利
生
産
協
同
組
合
・
代
表
理
事
〉

功
労
職
員（
9
名
）

西
　
村
　
和
　
子

　〈
紺
屋
町
商
店
街
振
興
組
合
〉

木
　
山
　
孝
　
文

　〈
日
野
建
設
業
協
同
組
合
〉

安
　
田
　
修
　
一

　〈
菌
興
椎
茸
協
同
組
合
〉

吉
　
村
　
省
　
三

　〈
米
子
管
工
事
業
協
同
組
合
〉

野
　
島
　
由
美
子

　〈
中
部
管
工
事
業
協
同
組
合
〉

木
　
村
　
晴
　
美

　〈
協
同
組
合
和
田
浜
工
業
団
地
〉

三
　
橋
　
益
　
世

　〈
鳥
取
県
東
部
再
生
資
源
事
業
協
同
組
合
〉

山
　
形
　
邦
　
子

　〈
協
同
組
合
鳥
取
鉄
工
セ
ン
タ
ー
〉

松
　
本
　
恵
　
子

　〈
協
同
組
合
米
子
鉄
工
セ
ン
タ
ー
〉

優
良
組
合
青
年
部（
２
組
合
青
年
部
）

鳥
取
県
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
青
年
部

協
同
組
合
米
子
鉄
工
セ
ン
タ
ー
青
年
部

　

鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
感
謝
状

鳥
取
県
中
小
企
業

　
　
青
年
中
央
会
会
長（
10
名
）

牧
　
田
　
継
　
夫

松
　
岡
　
秀
　
樹

牧
　
井
　
健
　
一

濵
　
田
　
　
　
修

林
　
　
　
正
太
郎

冨
　
田
　
充
　
信

永
　
井
　
拓
　
未

安
　
岡
　
大
　
輔

菅
　
埜
　
高
　
典

足
　
立
　
　
　
駿

鳥
取
県
東
部
中
小
企
業

　
　
青
年
中
央
会
会
長（
10
名
）

清
　
水
　
隆
　
文

井
　
上
　
　
　
誠

千
　
馬
　
高
　
広

茶
　
谷
　
友
　
士

吉
　
田
　
雅
　
之

松
　
島
　
祐
　
一

田
　
中
　
雄
　
之

西
　
原
　
泰
　
仁

岡
　
　
　
大
　
輔

藤
　
原
　
正
　
実

鳥
取
県
中
部
中
小
企
業

　
　
青
年
中
央
会
会
長（
10
名
）

横
　
山
　
斉
　
芳

松
　
下
　
裕
　
樹

永
　
川
　
将
　
基

大
　
嶋
　
　
　
操

美
　
甘
　
　
　
剛

渡
　
邉
　
德
　
和

菅
　
埜
　
高
　
典

三
　
嶋
　
一
　
路

門
　
脇
　
一
　
樹

古
　
川
　
大
　
智

鳥
取
県
西
部
中
小
企
業

　
　
青
年
中
央
会
会
長（
10
名
）

松
　
田
　
幸
　
紀

竹
ノ
内
　
賢
一
郎

三
　
輪
　
龍
　
介

秋
　
里
　
武
　
信

山
　
口
　
尚
　
文

高
　
塚
　
康
　
治

奥
　
森
　
秀
　
夫

高
　
井
　
賢
　
一

中
　
村
　
友
　
紀

永
　
井
　
拓
　
未

鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
　
　
青
年
部
会
長（
４
名
）

服
　
島
　
龍
　
男

山
　
﨑
　
弘
　
嗣

松
　
下
　
裕
　
樹

安
　
田
　
雄
　
哉

鳥
取
女
性
中
央
会
会
長（
９
名
）

田
　
村
　
閑
　
美

諸
　
吉
　
陽
　
子

藤
　
井
　
豊
　
子

堀
　
田
　
真
　
弓

福
　
嶋
　
登
美
子

能
　
見
　
和
　
代

佐
　
伯
　
直
　
子

滝
　
口
　
美
寿
穂

濵
　
口
　
正
　
子
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本
会
は
11
月
５
日
、
鳥
取
市
「
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
」
に
お
い
て
、
記
念
式

典
に
引
き
続
き
、
多
数
の
来
賓
並
び
に
組
合

代
表
者
、
関
係
団
体
等
の
出
席
を
得
て
、
祝

賀
会
を
開
催
し
盛
大
に
祝
っ
た
。

　

冒
頭
、主
催
者
を
代
表
し
岩
﨑
会
長
が「
創

立
70
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
と
表
彰
を
執

り
行
い
、
受
賞
者
の
皆
様
の
ご
功
績
を
称
え

ま
し
た
。
新
た
な
節
目
に
あ
た
り
、
今
後
も

中
小
企
業
支
援
に
よ
り
一
層
努
め
て
ま
い
り

ま
す
」
と
挨
拶
。
続
い
て
石
破
前
内
閣
総
理

大
臣
よ
り
お
祝
い
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
戴
し
た
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
中
原
鳥
取

県
副
知
事
・
深
澤
鳥
取
県
市
長
会
会
長
（
鳥

取
市
長
）・
原
口
大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社
社

長
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
会
の
創
立
70
周
年
を
記
念
し

制
作
し
た
「
中
央
会
70
年
の
あ
ゆ
み
」
を
上

映
し
、
歴
代
会
長
や
沿
革
を
紹
介
す
る
と
と

と
も
に
、
関
係
団
体
の
活
動
や
今
後
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
、
70
年
を
振
り
返
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
総
務
部　

亀
井
）

中原副知事よりご祝辞 石破前内閣総理大臣よりビデオメッセージ

創
立
70
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催

　

本
会
は
、
11
月
５
日
、
鳥
取
市
「
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
」
に
お
い

て
、
中
央
会
創
立
70
周
年
記
念
講
演
会

を
開
催
し
た
。

　

明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
・
専
任
教

授
森
下
正
氏
を
招
聘
し
「
こ
れ
か
ら
の

組
合
の
役
割
〜
持
続
可
能
社
会
に
向
け

て
組
合
が
果
た
す
こ
と
〜
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
森
下
氏
は
、
19
世
紀
に
五
常

講
と
い
う
日
本
初
の
協
同
組
合
を
組
織

し
た
二
宮
尊
徳
が
提
唱
し
た
「
仁
義
礼

智
信
」
と
い
う
思
想
に
つ
い
て
触
れ
た

後
、
現
代
の
組
合
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
取
組
み
や
Ｄ
Ｘ
等
の
デ
ジ
タ
ル
化

へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
県
外
事
例
を

交
え
て
紹
介
。
組
合
に
は
、
著
し
い
環

境
変
化
に
適
応
す
る
柔
軟
性
や
組
織
の

目
的
と
理
念
の
明
確
化
、
新
陳
代
謝
が

重
要
だ
と
強
調
し
た
。「
日
本
は
世
界
的

に
見
て
も
創
業
１
０
０
年
以
上
の
長
寿

企
業
が
多
い
国
で
あ
り
、
企
業
の
み
な

ら
ず
組
合
も
、
自
分
で
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
１
０
０
年
先
の
未
来
を
見
据

え
て
活
性
化
の
原
点
と
な
る
理
念
を
作

る
こ
と
、
ま
た
環
境
変
化
に
応
じ
て
青

年
部
や
若
手
組
合
員
等
に
よ
る
次
世
代

の
組
合
事
業
を
創
造
す
る
取
組
み
が
大

切
で
あ
る
」
と
示
唆
を
受
け
た
。

　

講
演
会
は
、
本
会
会
員
等
約
１
２
０

名
が
聴
講
し
、
創
立
70
周
年
に
相
応
し

い
華
や
か
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

  

（
組
織
支
援
部　

斧
村
）講演会の様子

持
続
的
な
発
展
に
向
け

　
　
組
合
が
担
う
役
割
に
つ
い
て
学
ぶ

〜
中
央
会
創
立
70
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催
〜
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本
会
は
、
10
月
29
日
に
米
子
市
「
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
米
子
」、
同
30

日
に
鳥
取
市
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

鳥
取
」
の
２
会
場
で
、
持
続
的
な
経
営
を

実
現
す
る
た
め
の
「
経
営
改
善
計
画
」
と

「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン

カ
ー
・
上
野
英
雄
氏
と
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
経
営
参

謀
・
代
表
・
村
上
弘
樹
氏
を
招
聘
し
２
部

構
成
で
実
施
。
上
野
氏
は
、
経
営
改
善
計

画
は
金
融
機
関
と
の
信
頼
維
持
や
資
金
調

達
、
業
績
不
振
の
原
因
把
握
に
有
効
で
あ

る
と
説
明
し
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は

「
現
状
分
析
」「
改
善
方
針
」「
実
施
計
画
」

「
数
値
計
画
」「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
」
を

柱
に
、
実
効
性
あ
る
計
画
づ
く
り
の
重
要

性
を
強
調
し
た
。

　

村
上
氏
は
、
利
益
を
生
む
仕
組
み
＝
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
見
直
し
を
提
唱
。
居
酒

屋
が
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
か
ら
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
へ
転
換
し
、

新
た
な
収
益
モ
デ
ル
を
築
い
た
事
例
を
紹

介
し
、「
誰
に
・
何
を
・
ど
う
届
け
・
ど
う

収
益
化
す
る
か
」
の
整
理
が
鍵
で
あ
る
と

と
も
に
、
一
人
で
悩
ま
ず
業
種
の
違
う
仲

間
と
話
し
な
が
ら
考
え
る
こ
と
で
良
い
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
と
説
明
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
新
た
な
視
点
を
得
ら

れ
た
」「
実
践
に
生
か
せ
る
内
容
だ
っ
た
」

と
い
っ
た
意
見
が
あ
る
な
ど
、
有
意
義
な

セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

  

（
組
織
支
援
部　

柳
原
）セミナーの様子

経
営
改
善
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

新
鳥
取
駅
前
地
区
商
店
街
振
興
組
合

（
理
事
長・真
嶋
茂
氏
）は
、
10
月
28
日
、

本
会
制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整

備
事
業
を
活
用
し
、鳥
取
市「
新
鳥
取
駅

前
地
区
商
店
街
振
興
組
合
・
会
議
室
」に

お
い
て
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

講
師
に
、
社
会
保
険
労
務
士
法
人
Ｍ

Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
・
特
定
社
会
保
険
労

務
士
・
尾
﨑
貴
絵
氏
を
招
聘
し
、「
職
場

に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
」
を
テ

ー
マ
に
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
マ
タ

ハ
ラ
等
の
定
義
に
つ
い
て
事
例
や
判
例

を
交
え
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、

令
和
８
年
10
月
頃
よ
り
カ
ス
ハ
ラ
防
止

措
置
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た

企
業
の
対
応
や
、
就
職
活
動
等
セ
ク
シ

ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応
に
つ
い

て
も
示
唆
を
受
け
た
。　

　

質
疑
応
答
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
と
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
活
発
に
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

　

参
加
し
た
組
合
員
か
ら
は
、「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
り
、
特

に
カ
ス
ハ
ラ
は
周
知
・
対
策
の
必
要
性

を
感
じ
て
お
り
、
今
後
の
参
考
に
な
っ

た
」
と
の
意
見
が
あ
る
な
ど
、
非
常
に

有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
総
務
部　

石
川
）研修会の様子

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
解
を
深
め
る
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つながる  ひろげる  連携の架け橋

　

第
77
回
を
迎
え
る
本
大
会
は
、「
つ

な
が
る  

ひ
ろ
げ
る  

連
携
の
架
け
橋 

〜
夢
を
語
っ
て
は
し
ゃ
ぎ
ん
祭
！
轟

轟（
Ｇ
ｏ
Ｇ
ｏ
）と
突
き
進
め
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
全
国
か
ら
中
小
企
業
団

体
の
代
表
者
等
約
２
，１
０
０
名
が
参

集
、
中
小
企
業
が
直
面
す
る
諸
問
題

の
解
決
と
持
続
的
な
成
長
に
必
要
な

施
策
に
つ
い
て
決
議
し
た
。

　

大
会
で
、
全
国
中
央
会
森
洋
会
長

は
「
現
下
の
最
優
先
課
題
は
、
人
手

不
足
と
賃
上
げ
。
こ
の
経
営
課
題
解

決
の
た
め
に
、
労
務
費
等
の
価
格
転

嫁
の
促
進
や
生
産
性
向
上
の
た
め
の

省
力
化
設
備
投
資
、
販
売
価
格
に
お

け
る
新
分
野
・
新
事
業
の
展
開
、
従

業
員
等
の
リ
・
ス
キ
リ
ン
グ
等
へ
の

対
応
な
ど
課
題
が
山
積
す
る
中
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
必
要
な
取

組
み
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
所

存
で
あ
る
」
と
挨
拶
、
鈴
木
農
林
水

産
大
臣
を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
よ

り
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
た
。

　

議
事
で
は
、「
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
等
の
経
営
環
境
変
化
対
応
、

成
長
促
進
支
援
等
の
拡
充
」、「
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
実
態
を
踏

～夢を語ってはしゃぎん祭！ 轟轟（GoGo）と突き進め～
「第７7回中小企業団体全国大会」開催  次期開催は熊本県で

　
11
月
12
日
、広
島
県
広
島
市「
広
島
県
立
総
合
体
育
館
」に
お
い
て
、全

国
の
中
小
企
業
団
体
の
代
表
者
等
約
２
，１
０
０
名
、う
ち
本
県
か
ら
81
名
が

参
加
し
て
、第
77
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

決
議
事
項

ま
え
た
労
働
･
雇
用
・
社
会
保
険
料

対
策
の
推
進
」、「
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
積
極
的
な
事
業
活
動
を

支
え
る
環
境
整
備
」
な
ど
、
地
域
を

支
え
る
中
小
企
業
の
持
続
的
な
発
展

を
実
現
す
る
た
め
、
中
小
企
業
対
策

の
拡
充
に
関
す
る
15
項
目
の
決
議
案

が
可
決
さ
れ
、
本
大
会
の
意
義
を
内

外
に
表
明
す
る
『
大
会
宣
言
』
が
採

択
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
優
良
組
合
38
組
合
、
組
合

功
労
者
73
名
（
本
県
２
名
）、
中
央
会

優
秀
専
従
者
25
名
に
、
全
国
中
央
会

会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

最
後
に
次
期
開
催
地
が
熊
本
県
で

あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

Ⅰ
．
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等

の
経
営
環
境
変
化
対
応
、
成
長
促

進
支
援
等
の
拡
充

１
．
喫
緊
の
経
営
課
題
の
解
決
に
向

け
た
支
援
の
拡
充
・
強
化

２
．
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

成
長
促
進
、
持
続
的
発
展
に
向
け

た
中
小
企
業
組
合
等
を
活
用
し
た

支
援
の
拡
充
・
強
化

３
．
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
支
援

体
制
・
予
算
の
抜
本
的
拡
充
、
中

小
企
業
組
合
制
度
の
活
用
拡
充
・

運
用
改
善

４
．
強
靭
か
つ
活
力
あ
る
地
域
経
済

社
会
の
実
現
、
持
続
可
能
な
地
域

振
興

Ⅱ
．
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

実
態
を
踏
ま
え
た
労
働
･
雇
用
・

社
会
保
険
料
対
策
の
推
進

１
．最
低
賃
金
制
度
の
適
切
な
運
用
・

在
り
方

２
．
外
国
人
技
能
実
習
制
度
か
ら
育

成
就
労
制
度
へ
の
円
滑
な
移
行
の

推
進

３
．
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に

配
慮
し
た
働
き
方
改
革
と
社
会
保

険
制
度
の
構
築

４
．
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

人
材
育
成
・
確
保
・
定
着
対
策

Ⅲ
．
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

積
極
的
な
事
業
活
動
を
支
え
る
環

境
整
備

１
．
中
小
企
業
金
融
施
策
の
拡
充

２
．
中
小
企
業
・
組
合
税
制
の
拡
充

３
．
中
小
製
造
業
等
の
持
続
的
発
展

の
推
進

４
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
対
応
へ
の

支
援
の
拡
充

５
．
卸
売
・
小
売
業
・
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
対
す
る
支
援
の
拡
充

６
．
サ
ー
ビ
ス
業
支
援
の
強
化
・
拡

充
７
．
官
公
需
対
策
の
強
力
な
推
進
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令和7年12月1日

背
景
・
目
的

第7７回中小企業団体全国大会決議 【重点事項】

Ⅰ ．中小企業・小規模事業者等の経営環境変化対応、成長促進支援等の拡充

１．最低賃金制度の適切な運用・在り方
(１) 最低賃金は中央・地方最低賃金審議会での三
要素のデータに基づいた合理的で納得感の
ある審議により決定

(２) 地方最低賃金審議会での審議は隣接地域の
事情等に配意せず、地域の実態や事業者の支
払能力を踏まえて決定

(３) 最低賃金の発効日は地方最低賃金審議会で
審議し柔軟に決定

２．外国人技能実習制度から育成就労制度への円滑な移行
(１) 育成就労産業分野は現行の技能実習制度２号移行対象職種を網
羅し、特定産業分野は生産性向上支援策等を講じてもなお人手
不足感の強い分野・業務を設定

(２) 技能評価には身体の動きを伴う実技試験の活用・特定技能１号評
価試験のレベルの引上げ

(３) 国内監理支援機関と密接な関係を有する送出し機関の除外
(４) 日本人の雇用を妨げない外国人の適正な受入れ人数枠の設定
(５) 地域協議会設置による所管行政庁へ上申できる仕組みの構築

３．中小企業・小規模事業者に配慮した
働き方改革と社会保険制度の構築

(１) 雇用保険財政運営の抜本的な見直し
(２) 「年収の壁」に対する支援策の実施・制度の抜本
的な見直し

4．中小企業・小規模事業者の人材育成・
確保・定着対策

(１) 人材の確保・育成に伴う支援策の強化・拡充

Ⅲ．中小企業・小規模事業者の積極的な事業活動を支える環境整備

Ⅱ ．中小企業・小規模事業者の実態を踏まえた労働・雇用・社会保険料対策の推進

■頻発する自然災害、国際情勢の不透明感、エネルギー・原材料価格の上昇、人件費増加等により引き続き厳しい経営環境にある中、十分な価格転嫁が進まず、物価上昇
を上回る賃上げや設備投資の原資確保に苦しむ中でのコスト高、既往債務返済のための資金繰り、後継者不足等、事業の継続が難しくなる事業者も増えるなど中小企
業・小規模事業者の経営課題は山積している。
■中小企業・小規模事業者が難局を乗り越え、地域経済を支え続けるためには、事業者やそれらが協同して経営資源を補完・補強し合う組合等に対する国等からの支援策
が不可欠である。
■物価高等で困窮する中小企業・小規模事業者が安心して事業と雇用が継続できる環境の整備や取引適正化への支援、事業者の実態に即したDXやGXの推進、新分野
展開や生産性向上の支援等をこれまで以上に行い、持続的な成長と発展、豊かな地域経済社会の実現に向け、全国約３万の組合等からの生の声を踏まえた本決議事項
の実現を国等に強く求める。

祝
栄
え
あ
る
秋
の
褒
章

祝
全
国
大
会
会
長
表
彰

本
会
理
事

　
　
鳥
取
県
酒
造
協
同
組
合
理
事
長

《
藍
綬
褒
章
》

本
会
常
任
理
事
東
部
副
支
部
長

　
協
同
組
合
鳥
取
鉄
工
セ
ン
タ
ー
理
事
長

 

木
　
下
　
貴
　
啓
　
氏

本
会
常
任
理
事

　
鳥
取
県
輸
出
縫
製
品
工
業
協
同
組
合
理
事
長

 

荒
　
井
　
敏
　
博
　
氏

《
組
合
功
労
者
》

　

こ
の
た
び
秋
の
叙
勲
に
お
き
ま
し
て
、
本

会
よ
り
次
の
方
が
光
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
久
米
桜
酒
造
」の
７
代
目
と
し
て
、長
年

に
わ
た
り
酒
類
製
造
に
携
わ
り
、
２
０
２
４

年
に
鳥
取
県
内
の
酒
蔵
で
つ
く
る
県
酒
造
組

合
会
長
に
就
任
。
全
国
地
ビ
ー
ル
醸
造
者
協

議
会
長
も
務
め
、
酒
造
業
界
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
。

田 

村 
源
太
郎 

氏

１．中小企業金融施策の拡充
(１) 事業継続に資する金融支援策の継続・拡充・条件
緩和、借入金の負担軽減、切れ目のない支援の
継続、各種支援窓口の充実・強化、手続の簡素化

(２) 経営力向上計画に認定された設備投資に係る利
子補給制度の創設

(３) 資本性劣後ローンの取組み強化のための要件の
見直し

(４) 多重債務問題軽減のための利子負担の軽減や
高度化資金の減免、商工中金・日本政策金融公庫
等が借換え等に応じやすくするための措置

２．中小企業・組合税制の拡充
(１) 中小法人・組合の法人税率の軽減措置の恒久化、
中小企業組合への措置拡充（企業組合、協業組合）

(２) 事業承継税制の特例承継計画の提出期限の延
長、特例措置の延長手続きの簡素化

(３) インボイス制度について、導入に伴う経過措置
の延長・恒久化、実態に応じた柔軟な運用、事業
協同組合の共同事業に係る特例の創設

(４) 少額減価償却資産の損金算入制度の恒久化と限
度額の引上げ

３．中小製造業等の持続的発展の推進
(１) 「ものづくり補助金」の継続、拡充、要件の緩和、
申請手続きの簡素化、フォローアップ支援事業
における役割の見直しと予算の拡充

(２) 「省力化投資補助事業」の要件拡充、対応の迅
速化に向けた体制強化

(３) サプライチェーンの強靭化、下請取引の適正
化、下請法の遵守

(４) 中小企業・小規模事業者の知的財産権の保護、
侵害抑止の強化、価格基準のみならず業務遂
行能力を十分に考慮した知財総合支援窓口等
の選定

４．エネルギー・環境対応への支援の拡充
(１) 電力・ガスの安定供給とエネルギーコストの負
担軽減の対策強化

(２) 省エネ関連補助金の継続、拡充
(３) カーボンニュートラル達成に向けて取り組む
ために必要な支援措置

(４) 老朽化した特別高圧受電設備の更新のための
補助金の創設

５．卸売・小売業・まちづくりの推進に対する支援の拡充
(１) 商店街・商業者を軸に据えた包括的・中長期的な地域の商業支
援策の実施

(２) 設備投資の増進や各種手数料負担への支援策の強化拡充

(１) 高速道路の利用促進、デジタル・ＡＩ技術の導入、共同配送ネット
ワークの充実、総合的な物流対策の強化、労働環境の改善支援

(２) 国内外の幅広い消費喚起策、誘客促進等支援、インバウンド需
要獲得と供給力増進に向けた対応・対策

(１) 自然災害の復旧・復興への緊急随意契約・前倒し発注の実施な
ど官公需適格組合等の積極的活用、災害協定等締結等の官公
需適格組合等への平時における優先発注・インセンティブ付与

(２) 物価に負けない賃上げ実現のための官公需における価格転嫁の
推進、国及び地方公共団体等の発注機関への周知・指導の徹底

(３) 予定価格積算の調査・額の決定方法の統一と適正な単価設定、
コスト上昇分の確実な盛り込みを含む予定価格の見直し、受注
後の契約金額の変更及び入札参加機会の確保のための迅速か
つ柔軟な対応

(４) 少額随意契約の正確な広報、原材料費・人件費等の上昇、消費
税率引上げ等を勘案した適用限度額の継続的な見直し、実勢
価格に応じたより一層の引上げ

６．サービス業支援の強化・拡充

７．官公需対策の強力な推進

１．喫緊の経営課題の解決に向けた支援の拡充・強化
（１）物価高騰の抑制に向けた国主導の経済対策の推進、安定的・持続的な成長

発展のための総合的な支援策の実施
(２) 国主導による下請取引環境の改善や商慣習の適正化、価格交渉に係る環境
整備の更なる拡充、健全な経営環境の構築・整備、支援策の拡充・強化

(３) 施策の総動員による、業績の改善・向上を伴う賃上げ原資の確保に向けた
環境整備、支援策の強化・拡充

(４) サプライチェーンの強靭化、下請取引の適正化、下請法の遵守

２．中小企業・小規模事業者の成長促進、持続的発展に向けた
中小企業組合等を活用した支援の拡充・強化

(１) 中小企業組合を活用した事業承継・引継ぎ支援体制の強化・拡充
(２) スタートアップの対象として企業組合制度の活用・充実、スタートアップ支援
策の強化

４．強靭かつ活力ある地域経済社会の実現、持続可能な地域振興
（１）度重なる災害により被害を受けた中小企業への設備等の復旧のための支援の継続、経営再

建・事業継続のための支援事業等に万全の措置の実施
（２）組合等連携組織を活用したBCP・BCMに対する支援強化、危機管理体制整備への支援措置

拡充BCP策定後の定期的な見直し、実行および有効活用のための継続的なフォローアップ体
制の強化

（３）地域の実情に応じた社会インフラの整備・予算確保
（４）特定地域づくり事業協同組合制度の柔軟な制度設計や支援の拡充

3．中小企業団体中央会の支援体制・予算の抜本的拡充、中小企業組合制度の
活用拡充・運用改善

（１）組合の新規設立促進、連携組織の挑戦への伴走支援を推進する中央会の事業費、特に人件費
の十分な確保

（２）地域経済の要として人的結合の基盤を成す組合等連携組織の特性や潜在力を引き出す支援
策の展開
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組
合
青
年
部
に
よ
る
家
電
特
価
市
を
開
催
！

　
鳥
取
県
電
器
商
業
組
合
青
年
部（
会
長
・
舩

原
有
貴
氏
）は
、本
会
の
連
携
組
織
付
加
価
値

向
上
事
業
を
活
用
し
て
、10
月
18
日
・
19
日
の

両
日
、米
子
市
末
広
町「
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
情
報
プ
ラ
ザ
」に
お
い
て
家
電
特

価
市
を
開
催
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
に
は「
農
と
食
の
フ
ェ
ス
タ
in

せ
い
ぶ
」の
開
催
日
に
合
わ
せ
出
店
。家
電
特

価
市
で
は
各
組
合
員
が
持
ち
寄
っ
た
家
電
の
新

品
や
新
古
品
の
在
庫
、程
度
の
良
い
中
古
品
の

出
品
を
行
い
、会
員
の
販
売
促
進
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、組
合
の
周
知
活
動
と
し
て
鳥
取
県
電

器
商
業
組
合
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
、活
動
の
紹

介
を
ま
と
め
た
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る
な
ど
組
合

活
動
に
つ
い
て
積
極
的
に
P
R
を
行
っ
た
ほ
か
、

ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
や
ミ
ニ
四
駆
体
験
な
ど
子
供

向
け
の
企
画
を
計
画
し
、4
0
0
名
を
超
え
る

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　
来
場
者
か
ら
は「
街
の
電
気
屋
さ
ん
の
中
古

品
な
の
で
安
心
し
て
購
入
で
き
た
」、「
か
な
り

状
態
の
良
い
家
電
を
格
安
で
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、非
常
に
有

意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
企
画
振
興
部　
安
陪
）

鳥
取
県
に
お
け
る

　

社
会
資
本
整
備
の
方
向
性

　
鳥
取
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合（
理
事

長
・
山
根
正
樹
氏
）は
、11
月
４
日
、鳥
取
市「
白

兎
会
館
」に
お
い
て
、本
会
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ・カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
普
及
・
対
応
支
援
支
援
事
業

を
活
用
し
、社
会
資
本
整
備
へ
の
理
解
促
進
を

目
的
と
し
て
、専
門
家
の
講
義
を
受
け
た
。

　
専
門
家
に
、鳥
取
県
県
土
整
備
部
・
河
川
港

湾
局
長
・
村
尾
修
一
氏
を
招
聘
し
、「
鳥
取
県
に

お
け
る
社
会
資
本
整
備
の
方
向
性
」を
テ
ー
マ

と
し
て
、国
土
強
靭
化
計
画
の
概
要
や
防
災
・

減
災
事
業
の
取
組
、鳥
取
県
に
お
け
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
状
況
等
の
示
唆
を
受
け
、社
会
情
勢

の
変
化
や
災
害
教
訓
を
踏
ま
え
た
強
靭
化
施

策
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
ま
た
、講
演
会
後
に
は
専
門
家
と
の
意
見
交

換
会
が
実
施
さ
れ
、「
生
コ
ン
品
質
の
さ
ら
な

る
向
上
」「
需
要
開
拓
」「
生
コ
ン
の
価
格
政
策
」

を
テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、今
後

の
事
業
運
営
の
一
助
と
な
る
大
変
有
意
義
な
研

修
と
な
っ
た
。　　
　
　
（
企
画
振
興
部  

名
越
）

　
鳥
取
県
石
油
協
同
組
合（
理
事
長
・
坂

口
元
昭
氏
）は
、10
月
22
日
、エ
ー
ス
パ

ッ
ク
未
来
中
心
に
お
い
て
、本
会
の
連
携

組
織
付
加
価
値
向
上
事
業
を
活
用
し
研
修

会
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
研
修
会
で
は「
Ｓ
Ｓ
の
人

材
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
」を
テ
ー
マ
に
、株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ・

代
表
取
締
役
の
佐
久
間
啓
氏
を
招
聘
し
、

採
用
す
る
従
業
員
の「
見
え
る
化
」や
面

接
シ
ー
ト
の
作
成
、職
場
の
環
境
整
備
な

ど
採
用
・
定
着
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

　
佐
久
間
講
師
は
、採
用
活
動
や
自
社
定

着
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、対
象
者

を
絞
っ
て
計
画
を
作
り
、自
社
を
謙
虚
に

見
直
す
こ
と
。仕
組
み
が
で
き
れ
ば
人
材

が
入
っ
て
く
る
が
、採
用
担
当
者
は
今
い

る
従
業
員
に
も
興
味
を
持
っ
て
欲
し
い
と

述
べ
、特
に
若
手
従
業
員
や
女
性
ス
タ
ッ

フ
を
採
用
し
た
い
Ｓ
Ｓ
は
、サ
ー
ビ
ス
ル

ー
ム
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
片
付
け
る
こ
と

も
有
効
で
、会
社
の
規
模
に
関
係
な
く
ア

イ
デ
ィ
ア
で
ど
う
に
か
な
る
部
分
も
多
く
、

今
働
く
従
業
員
の
満
足
度
に
も
つ
な
が
る

こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。

　
ま
た
人
材
が
定
着
す
る
会
社
の
特
徴
と

し
て
は
、採
用
す
る
従
業
員
の
技
術
習
得

や
会
社
の
企
画
・
販
促
へ
の
参
画
、外
部

研
修
へ
の
参
加
な
ど
、入
社
５
年
目
ま
で

の
キ
ャ
リ
ア

ッ
プ
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と

が
大
切
で
あ

る
と
述
べ
た
。

　
研
修
会
に

参
加
し
た
Ｓ

Ｓ
か
ら
は「
自
社
の
人
材
確
保
に
対
し
て

準
備
が
で
き
て
い
な
い
と
実
感
し
た
」、

「
自
社
に
持
ち
帰
っ
て
で
き
る
こ
と
か
ら

実
行
し
た
い
」と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ

る
な
ど
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
組
織
支
援
部　
北
浦
）

自
社
Ｓ
Ｓ
の
人
材
不
足
を
解
消
す
る
た
め

　

若
手
従
業
員
の
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
を
学
ぶ

家電特価市の様子

研修会の様子

研修会の様子
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組
合
青
年
部
全
国
講
習
会
in
岩
手

レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会

　

全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
あ
い
ち

　
鳥
取
女
性
中
央
会（
会
長
・
灘
本
陽
子
氏
）は
、10

月
29
日
、
愛
知
県
名
古
屋
市
「
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
コ
ー
ト
名
古
屋
」
に
て
開
催
さ

れ
た
「
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
あ

い
ち
」
に
参
加
し
た
。
全
国
か
ら
約
２
５
０
名
が
参

加
し
、
鳥
取
県
か
ら
は
３
名
が
出
席
し
た
。

　
ま
ず
、
藤
田
医
科
大
学
特
命
教
授
の
大
塚
耕
平
氏

よ
り
「
愛
知
の
歴
史
に
学
ぶ
産
業
史
」
と
題
し
た
基

調
講
演
が
あ
り
、
愛
知
県
は
歴
史
を
通
じ
て
政
治
と

産
業
の
要
と
し
て
発
展
し
、
地
形
や
交
通
の
利
点
を

生
か
し
て
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
し
て
き
た
こ
と

な
ど
多
く
の
示
唆
を
受
け
た
。
続
い
て
「
地
域
の
特

色
あ
る
産
業
や
取
組
み（
お
国
自
慢
）」
を
テ
ー
マ
に

全
員
参
加
型
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開

催
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
多
く
の
気

づ
き
や
学
び
が
得
ら

れ
た
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
、
大
変
有
意

義
な
時
間
と
な
っ
た
。

　
引
き
続
き
交
流
会

が
開
催
さ
れ
全
国
の

女
性
部
メ
ン
バ
ー
と

交
流
し
そ
れ
ぞ
れ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

大
を
図
っ
た
。

　

 （
総
務
部　
倉
持
）

　
倉
吉
銀
座
商
店
街
振
興
組
合（
理
事

長
・
小
林
健
治
氏
）な
ど
で
組
織
す
る
福

高
祭
２
０
２
５
実
行
委
員
会
は
、10
月

19
日
、「
福
高
祭
２
０
２
５
」を
開
催
し

た
。

　
鳥
取
県
中
部
地
震
か
ら
の「
復
興
」を
、

福
を
高
め
る「
福
高
」へ
繋
げ
る
た
め
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、９
回
目
と
な
る

今
回
は
、「
福
高
祭
２
０
２
５
〜
遥
か
な

町
へ
〜
」を
テ
ー
マ
に
実
施
。今
夏
、白

壁
土
蔵
群
周
辺
が
ロ
ケ
地
に
な
っ
た
映

画「
遥
か
な
町
へ
」の
錦
織
良
成
監
督

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
原
作
漫
画
に
登
場

す
る
街
並
み
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

湯
梨
浜
学
園
の
生
徒
に
よ
る
書
道
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
、人
気
グ
ル
メ
が
並
ぶ
福

高
マ
ル
シ
ェ
な
ど
、多
彩
な
催
し
が
主

会
場
で
あ
る「
打
吹
回
廊
」を
中
心
に
、

歩
行
者
天
国
に
な
っ
た
倉
吉
銀
座
商
店

街
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
当
日
は
、多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
る
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー

ス
で
は
、全
員
が
一
斉
に
風
船
を
空
に

飛
ば
し
て
地
域
の「
福
高
」と「
映
画『
遥

か
な
町
へ
』の
成
功
」を
願
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

  （
企
画
振
興
部　
森
本
）

　
鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
青
年

部（
会
長
・
岡
空
聡
氏
）は
、
岩
手
県
盛

岡
市
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡

ニ
ュ
ー
ウ
ィ
ン
グ
」
に
て
開
催
さ
れ
た

「
組
合
青
年
部
全
国
講
習
会
」
に
参
加

し
た
。

　
当
講
習
会
に
は
全
国
か
ら
約
２
５
０

名
が
参
集
し
、
本
県
か
ら
は
３
名
の
会

員
が
参
加
し
た
。

　
第
一
部
の
講
演
会
で
は
、「
日
本
経
済

の
現
状
と
、
こ
れ
か
ら
の
金
融
・
経
済

政
策
」
を
テ
ー
マ
に
、
㈱
政
策
工
房
・

代
表
取
締
役
会
長
・
高
橋
洋
一
氏
よ
り

講
話
を
い
た
だ
い
た
。

　
第
二
部
の
講
演
会
で
は
、「
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
」と
題
し
て
、（
独
）情
報
処
理
推
進
機

構
の
白
川
浩
氏
よ
り
、
企
業
経
営
に
お

け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大
脅
威
、
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
し
て
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
な
ど
に
つ
い
て
講
話
い
た
だ
い

た
。
大
手
企
業
が
被
害
に
あ
う
と
ニ
ュ

ー
ス
に
な
る
が
、
中
小
企
業
が
被
害
に

あ
っ
て
も
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
が
少

な
い
た
め
、
中
小
企
業
は
攻
撃
さ
れ
な

い
と
い
う
の
は
誤
っ
た
認
識
で
あ
り
対

策
は
不
可
欠
で
あ
る
旨
示
唆
を
受
け
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
対
策
に
向
け
た
各
種

支
援
策
に
つ
い
て
も
紹
介
い
た
だ
き
、

有
意
義
な
内
容
で
あ
っ
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
達
増
岩
手
県
知
事
を

は
じ
め
多
く
の
来
賓
を
迎
え
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
、
ま
た
、
岩
手
県
な
ら
で
は

の
催
し
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
た
。

　
　
　
　
　
　

  （
企
画
振
興
部　
山
﨑
）

多
彩
な
催
し
で
地
域
の「
福
高
」と

　
　
　

映
画「
遥
か
な
町
へ
」を
盛
り
上
げ

全国講習会の様子

福高祭の様子

全国フォーラムの様子
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令和7年12月1日 鳥取県の中小企業景況

原材料、労務費等
コスト負担の増加が継続
最低賃金の改定や物流コストの増大により
先行きは不透明
～景況DI値は、前年同月比１３.２ポイント低下のマイナス３６.９～

月10

製
造
業

【
金
属
製
品
】

　
県
内
の
機
械
金
属
加
工
業
者
は
、
生
産
活

動
は
一
部
の
業
種
で
持
ち
直
し
の
動
き
が
み

ら
れ
、
特
に
自
動
化
設
備
や
省
力
化
機
械
な

ど
、
企
業
の
生
産
性
向
上
ニ
ー
ズ
に
関
連
す

る
分
野
で
は
受
注
が
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
内
製
造
業
全
体
と
し
て
も
設
備
投

資
意
欲
が
徐
々
に
回
復
し
、
協
力
企
業
間
で

の
取
引
量
に
も
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
傾
向
が

み
ら
れ
る
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
手
持
ち
工
事
量
、
稼
働
率
、
見
積
物
件
の

件
数
と
も
格
差
が
続
い
て
い
る
。
年
度
末
に

か
け
て
中
西
部
で
は
大
型
物
件
の
発
注
が
あ

り
、
東
部
で
は
年
末
に
か
け
て
中
規
模
程
度

の
発
注
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
期
待
が
持
た

れ
る
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
10
月
の
加
工
料
収
入
は
前
月
比
で
は
増
加

し
た
も
の
の
、前
年
同
月
比
で
は
減
少
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
部
品
の
熱
処
理
依
頼
は
引

続
き
好
調
を
維
持
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の

自
動
車
、
産
業
機
器
部
品
の
依
頼
品
は
低
迷

気
味
で
あ
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
米
国
関
税
の
影
響
に
よ
り
材
料
の
不
足
や

生
産
調
整
で
計
画
変
更
が
多
発
し
て
い
る
。

安
定
生
産
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
、
収
益

確
保
が
厳
し
い
状
況
。
設
備
投
資
や
賃
上
げ

等
へ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
売
上
高
、
取
扱
数
量
は

前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
減
少
し
た
。

鮮
魚
関
係
で
は
売
上
高
、
取
扱
数
量
は
前
月

比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
減
少
し
た
。
単
価

に
つ
い
て
は
前
年
同
月
比
で
増
加
傾
向
が
続

い
て
い
る
。
事
務
機
器
関
係
で
は
、
前
年
同

月
比
で
は
工
事
の
大
型
案
件
が
あ
っ
た
た
め

売
上
高
、
収
益
状
況
と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。

人
材
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
う
え
、

最
低
賃
金
の
上
昇
に
よ
る
人
件
費
上
昇
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
日
銀
の
利
上
げ
基
調
の
影

響
に
つ
い
て
、
各
金
融
機
関
の
住
宅
ロ
ー
ン

が
利
上
げ
基
調
で
今
後
の
影
響
が
危
惧
さ
れ

る
。
米
国
関
税
の
合
意
も
、
従
来
か
ら
の
関

税
上
昇
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
先
行
き
不
透
明

感
は
強
ま
っ
て
い
る
。
水
産
物
関
連
で
は
、

時
化
模
様
の
日
が
多
く
巻
き
網
は
大
型
船
団

に
よ
る
ブ
リ
類
、
中
型
船
団
は
ツ
バ
ス
中
心

の
水
揚
げ
と
な
り
ア
ジ
、
サ
バ
、
イ
ワ
シ
は

不
漁
に
終
わ
り
全
体
の
水
揚
げ
量
は
昨
年
を

大
き
く
下
回
っ
た
。
紅
ズ
ワ
イ
漁
は
安
定
的

な
水
揚
げ
が
続
き
昨
年
よ
り
水
揚
げ
量
も
２

割
近
く
増
加
し
、
年
末
需
要
の
思
惑
買
い
も

あ
っ
て
、
浜
値
段
は
高
値
で
推
移
し
た
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
】

　
取
扱
品
物
の
発
生
数
量
は
、
若
干
の
減
少

が
見
受
け
ら
れ
る
。
価
格
は
一
部
品
目
が
上

昇
傾
向
に
あ
る
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
10
月
は
街
区
子

育
て
支
援
施
設
に
よ
る
商
店
街
店
舗
で
お
菓

子
を
貰
っ
て
回
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
、
多
く
の
子
供
連
れ
の
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。
物
価
高
騰
が
影
響
し
、
消
費
者
の

財
布
の
紐
は
引
き
続
き
固
く
、
生
活
防
衛
の

色
が
濃
く
出
て
い
る
。
小
売
も
飲
食
も
価
格

転
嫁
に
よ
り
売
上
は
増
加
し
て
い
て
も
、
原

価
な
ど
コ
ス
ト
の
上
昇
の
方
が
大
き
く
厳
し

い
状
況
。
鳥
取
市
の
水
産
物
小
売
で
は
、
10

月
の
入
込
数
は
前
月
比
で
減
少
、
前
年
同
月

比
は
概
ね
横
ば
い
で
推
移
し
た
。
倉
吉
市
の

商
店
街
で
は
、
鳥
取
県
立
美
術
館
の
オ
ー
プ

ン
以
来
、
倉
吉
へ
の
入
り
込
み
数
は
増
え
て

い
る
も
の
の
、
中
心
市
街
地
の
ほ
か
白
壁
土

蔵
群
や
円
形
劇
場
、
小
川
家
住
宅
、
さ
ら
に

は
倉
吉
銀
座
商
店
街
へ
の
入
り
込
み
へ
は
つ

な
が
っ
て
い
な
い
。
倉
吉
銀
座
商
店
街
で
実

施
し
た
『
福
高
祭
２
０
２
５
』
は
、
昨
年
に

比
べ
て
入
り
込
み
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

今
年
の
『
福
高
祭
』
は
『
遥
か
な
町
へ
』
と

言
う
テ
ー
マ
で
映
画
撮
影
を
し
て
い
た
だ
い

た
錦
織
良
成
監
督
や
、
出
演
さ
れ
た
多
く
の

エ
キ
ス
ト
ラ
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
撮
影
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
合
っ
て

い
た
だ
い
た
。
米
子
市
の
商
店
街
で
は
、
学

生
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
活
発
に
行

わ
れ
、
中
学
、
高
校
の
授
業
受
け
入
れ
も
実

施
し
た
。
集
客
に
つ
い
て
は
前
年
と
同
様
の

水
準
で
推
移
し
た
が
、
や
や
人
の
動
き
が
鈍

い
印
象
も
見
受
け
ら
れ
た
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
暑
さ
も
ひ
と

段
落
し
、
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
と
い
う
こ
と

で
、
多
く
の
人
手
で
賑
わ
っ
た
。
月
末
の
鳥

取
砂
丘
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
ミ
ャ
ク
ミ

ャ
ク
が
来
る
な
ど
、
地
元
や
全
国
ニ
ュ
ー
ス

で
取
り
上
げ
ら
れ
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
米
子

市
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
、
恒
常
的
に
人
材

不
足
が
続
い
て
い
る
。
売
上
高
は
前
月
比
、

前
年
同
月
比
と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。
三
朝

温
泉
で
は
、
平
日
は
天
候
不
良
も
あ
っ
た
ほ

か
、
特
に
万
博
終
了
間
際
か
ら
一
気
に
減
少

傾
向
と
な
っ
た
。
羽
合
温
泉
で
は
、
10
月
の

宿
泊
は
前
月
比
で
約
35
％
増
加
、
前
年
同
月

比
で
概
ね
横
ば
い
と
な
っ
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
お
客
様
が
増
加
し
た
こ
と
で
昨
年
並
み

の
宿
泊
数
と
な
っ
た
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
10
月
の
新
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
２
，１
３
７
台
で
前
月
比
６
．４
％
、前

年
同
月
比
３
．９
％
で
と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。

中
古
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合
わ
せ
て

６
１
９
台
で
前
月
比
５
．９
%
、
前
年
同
月
比

は
３
．０
％
で
と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。
継
続

検
査
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合
わ
せ
て
１

５
，６
４
６
台
で
前
月
比
は
７
．３
％
の
減
少
、

前
年
同
月
比
は
１
．４
％
の
増
加
と
な
っ
た
。

【
建
設
業
】

　
９
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
（
西
日
本
建

設
業
保
証
㈱
保
証
取
扱
）
は
、
請
負
金
額
１

５
１
億
円
、
件
数
１
６
２
件
と
な
っ
た
。
年

度
累
計
は
請
負
金
額
６
３
３
億
円
、
件
数
９

８
５
件
。
地
区
別
で
は
、
日
野
地
区
で
大
幅

増
加
、
西
部
地
区
で
増
加
、
中
部
地
区
は
前

年
並
み
、東
部
、八
頭
地
区
で
減
少
と
な
っ
た
。

設
備
投
資
は
３
か
月
平
均
で
前
年
同
月
比
プ

ラ
ス
に
振
れ
、
公
共
投
資
も
単
月
、
年
度
累

計
と
も
に
プ
ラ
ス
に
振
れ
る
。
一
方
、
住
宅

投
資
は
３
か
月
平
均
で
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
が

続
く
。

【
運
輸
業
】

　
10
月
の
物
流
は
、
飲
料
関
係
や
農
産
物
の

輸
送
が
好
調
で
物
流
量
と
し
て
は
増
加
と
な

っ
た
。
依
然
と
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
深

刻
で
時
間
外
労
働
規
制
を
背
景
に
、
ス
ポ
ッ

ト
運
賃
は
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。
売
上

は
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
増
加
と
な

っ
た
。
軽
油
取
引
税
の
旧
暫
定
税
率
が
２
０

２
６
年
４
月
に
廃
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も

の
の
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
は
な

い
。　
　
　
　
　
　

 （
情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
原
材
料
高
（
特
に
鶏
卵
）
の
高
止
ま
り
と

人
件
費
の
増
加
に
よ
り
、
い
か
に
販
売
価
格

の
値
上
げ
を
す
る
か
が
喫
緊
の
課
題
に
な
っ

て
い
る
。
味
噌
・
醤
油
の
業
界
は
原
材
料
の

米
の
価
格
は
令
和
７
年
度
産
も
高
騰
が
続
い

て
お
り
、
生
産
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
て
い
る
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
来
年
の
春
・
夏
物
の
受
注
動
向
に
特
に
大

き
な
変
化
は
見
ら
れ
ず
、
秋
物
に
つ
い
て
も

不
調
に
終
わ
り
、
追
加
受
注
は
な
い
。

【
家
具
装
備
品
】

　
売
上
高
は
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に

減
少
、
収
益
状
況
も
前
月
比
、
前
年
同
月
比

と
も
に
悪
化
と
な
っ
た
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
前
月
比
で
微
増
、

前
年
同
月
比
で
減
少
、
製
材
品
、
合
板
の
生

産
量
は
前
月
比
で
増
加
と
な
っ
た
。
プ
レ
カ

ッ
ト
加
工
の
稼
働
率
は
前
月
比
３
２
０
％
、

前
年
同
月
比
は
75
％
で
推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
売
上
高
は
前
月
比
で
増
加
、
前
年
同
月
比

で
同
水
準
と
な
っ
た
。

【
印　
刷
】

　
前
月
に
引
き
続
き
秋
篠
宮
家
の
次
女
佳
子

さ
ま
が
因
州
和
紙
を
使
用
し
た
イ
ヤ
リ
ン
グ

を
着
用
さ
れ
た
効
果
に
よ
り
ネ
ッ
ト
注
文
が

続
い
て
い
る
。
印
刷
は
ス
ポ
ー
ツ
、
食
べ
物
、

芸
術
等
季
節
関
連
の
受
注
や
イ
ベ
ン
ト
、
セ

ミ
ナ
ー
、
カ
ニ
等
の
印
刷
が
あ
っ
た
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
東
部
地
区
の
10
月
の
出
荷
量
は
、
前
年
同

月
比
75
．８
％
と
な
り
、
３
か
月
連
続
で
減
少

し
た
。
前
月
比
で
は
１
０
０
．２
％
と
ほ
ぼ
横

ば
い
で
推
移
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
底
堅

い
動
き
が
見
ら
れ
る
。
中
部
地
区
で
は
、
前

年
同
月
比
73
．０
％
に
と
ど
ま
り
、
７
か
月
連

続
で
前
年
実
績
を
下
回
っ
た
。
ま
た
、
４
月

か
ら
10
月
ま
で
の
累
計
出
荷
量
も
前
年
同
期

比
70
．９
％
と
低
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
西

部
地
区
で
は
前
年
同
月
比
75
．８
％
と
前
年
を

大
き
く
下
回
っ
た
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、

前
年
９
月
〜
10
月
に
民
間
の
大
型
物
件
が
稼

働
し
て
い
た
反
動
減
の
影
響
が
大
き
い
と
み

ら
れ
る
。

＊DIとは景気の動きをとらえるための指標。「増加、上昇、好転」の割合から「減少、低下、悪化」の割合を差し引いた値。

　県内中小企業の景況は、全業種景況DI値は、前月比２.７ポイント上昇のマイナス１３.１、前年同月
比１３.２ポイント低下のマイナス３６.９となった。製造業では、原材料やエネルギーコストの高止まり
が続く中、米国関税の影響による材料調達の遅延や価格上昇が収益を圧迫しているほか、需要の回復
は限定的で、受注の伸び悩みや人手不足への対応、賃上げなど経営負担の増加が課題となっている。
非製造業では、観光シーズンを迎え人流が増加し一定の景気回復が見受けられる一方、物価高騰に
よる消費意欲の低下が小売、飲食分野を中心に影響している。運輸業や卸売業では燃料費や人件費
の上昇が続き、収益を圧迫している。県内景況は、エネルギーや原材料費、労務費等の上昇によるコス
ト負担の増加が続くなか、価格転嫁の困難さや人材確保の遅れが経営を一層ひっ迫させている。今後
も最低賃金の改定や物流コストの増大が懸念され、先行き不透明な状況が続いている。

景気動向（前年同月比全業種DI） 売上高 収益状況 景況

R5/10 R6/10 R7/10
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令和7年12月1日

非
製
造
業

【
金
属
製
品
】

　
県
内
の
機
械
金
属
加
工
業
者
は
、
生
産
活

動
は
一
部
の
業
種
で
持
ち
直
し
の
動
き
が
み

ら
れ
、
特
に
自
動
化
設
備
や
省
力
化
機
械
な

ど
、
企
業
の
生
産
性
向
上
ニ
ー
ズ
に
関
連
す

る
分
野
で
は
受
注
が
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
内
製
造
業
全
体
と
し
て
も
設
備
投

資
意
欲
が
徐
々
に
回
復
し
、
協
力
企
業
間
で

の
取
引
量
に
も
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
傾
向
が

み
ら
れ
る
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
手
持
ち
工
事
量
、
稼
働
率
、
見
積
物
件
の

件
数
と
も
格
差
が
続
い
て
い
る
。
年
度
末
に

か
け
て
中
西
部
で
は
大
型
物
件
の
発
注
が
あ

り
、
東
部
で
は
年
末
に
か
け
て
中
規
模
程
度

の
発
注
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
期
待
が
持
た

れ
る
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
10
月
の
加
工
料
収
入
は
前
月
比
で
は
増
加

し
た
も
の
の
、前
年
同
月
比
で
は
減
少
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
部
品
の
熱
処
理
依
頼
は
引

続
き
好
調
を
維
持
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の

自
動
車
、
産
業
機
器
部
品
の
依
頼
品
は
低
迷

気
味
で
あ
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
米
国
関
税
の
影
響
に
よ
り
材
料
の
不
足
や

生
産
調
整
で
計
画
変
更
が
多
発
し
て
い
る
。

安
定
生
産
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
、
収
益

確
保
が
厳
し
い
状
況
。
設
備
投
資
や
賃
上
げ

等
へ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
売
上
高
、
取
扱
数
量
は

前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
減
少
し
た
。

鮮
魚
関
係
で
は
売
上
高
、
取
扱
数
量
は
前
月

比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
減
少
し
た
。
単
価

に
つ
い
て
は
前
年
同
月
比
で
増
加
傾
向
が
続

い
て
い
る
。
事
務
機
器
関
係
で
は
、
前
年
同

月
比
で
は
工
事
の
大
型
案
件
が
あ
っ
た
た
め

売
上
高
、
収
益
状
況
と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。

人
材
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
う
え
、

最
低
賃
金
の
上
昇
に
よ
る
人
件
費
上
昇
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
日
銀
の
利
上
げ
基
調
の
影

響
に
つ
い
て
、
各
金
融
機
関
の
住
宅
ロ
ー
ン

が
利
上
げ
基
調
で
今
後
の
影
響
が
危
惧
さ
れ

る
。
米
国
関
税
の
合
意
も
、
従
来
か
ら
の
関

税
上
昇
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
先
行
き
不
透
明

感
は
強
ま
っ
て
い
る
。
水
産
物
関
連
で
は
、

時
化
模
様
の
日
が
多
く
巻
き
網
は
大
型
船
団

に
よ
る
ブ
リ
類
、
中
型
船
団
は
ツ
バ
ス
中
心

の
水
揚
げ
と
な
り
ア
ジ
、
サ
バ
、
イ
ワ
シ
は

不
漁
に
終
わ
り
全
体
の
水
揚
げ
量
は
昨
年
を

大
き
く
下
回
っ
た
。
紅
ズ
ワ
イ
漁
は
安
定
的

な
水
揚
げ
が
続
き
昨
年
よ
り
水
揚
げ
量
も
２

割
近
く
増
加
し
、
年
末
需
要
の
思
惑
買
い
も

あ
っ
て
、
浜
値
段
は
高
値
で
推
移
し
た
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
】

　
取
扱
品
物
の
発
生
数
量
は
、
若
干
の
減
少

が
見
受
け
ら
れ
る
。
価
格
は
一
部
品
目
が
上

昇
傾
向
に
あ
る
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
10
月
は
街
区
子

育
て
支
援
施
設
に
よ
る
商
店
街
店
舗
で
お
菓

子
を
貰
っ
て
回
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
、
多
く
の
子
供
連
れ
の
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。
物
価
高
騰
が
影
響
し
、
消
費
者
の

財
布
の
紐
は
引
き
続
き
固
く
、
生
活
防
衛
の

色
が
濃
く
出
て
い
る
。
小
売
も
飲
食
も
価
格

転
嫁
に
よ
り
売
上
は
増
加
し
て
い
て
も
、
原

価
な
ど
コ
ス
ト
の
上
昇
の
方
が
大
き
く
厳
し

い
状
況
。
鳥
取
市
の
水
産
物
小
売
で
は
、
10

月
の
入
込
数
は
前
月
比
で
減
少
、
前
年
同
月

比
は
概
ね
横
ば
い
で
推
移
し
た
。
倉
吉
市
の

商
店
街
で
は
、
鳥
取
県
立
美
術
館
の
オ
ー
プ

ン
以
来
、
倉
吉
へ
の
入
り
込
み
数
は
増
え
て

い
る
も
の
の
、
中
心
市
街
地
の
ほ
か
白
壁
土

蔵
群
や
円
形
劇
場
、
小
川
家
住
宅
、
さ
ら
に

は
倉
吉
銀
座
商
店
街
へ
の
入
り
込
み
へ
は
つ

な
が
っ
て
い
な
い
。
倉
吉
銀
座
商
店
街
で
実

施
し
た
『
福
高
祭
２
０
２
５
』
は
、
昨
年
に

比
べ
て
入
り
込
み
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

今
年
の
『
福
高
祭
』
は
『
遥
か
な
町
へ
』
と

言
う
テ
ー
マ
で
映
画
撮
影
を
し
て
い
た
だ
い

た
錦
織
良
成
監
督
や
、
出
演
さ
れ
た
多
く
の

エ
キ
ス
ト
ラ
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
撮
影
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
合
っ
て

い
た
だ
い
た
。
米
子
市
の
商
店
街
で
は
、
学

生
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
活
発
に
行

わ
れ
、
中
学
、
高
校
の
授
業
受
け
入
れ
も
実

施
し
た
。
集
客
に
つ
い
て
は
前
年
と
同
様
の

水
準
で
推
移
し
た
が
、
や
や
人
の
動
き
が
鈍

い
印
象
も
見
受
け
ら
れ
た
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
暑
さ
も
ひ
と

段
落
し
、
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
と
い
う
こ
と

で
、
多
く
の
人
手
で
賑
わ
っ
た
。
月
末
の
鳥

取
砂
丘
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
ミ
ャ
ク
ミ

ャ
ク
が
来
る
な
ど
、
地
元
や
全
国
ニ
ュ
ー
ス

で
取
り
上
げ
ら
れ
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
米
子

市
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
、
恒
常
的
に
人
材

不
足
が
続
い
て
い
る
。
売
上
高
は
前
月
比
、

前
年
同
月
比
と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。
三
朝

温
泉
で
は
、
平
日
は
天
候
不
良
も
あ
っ
た
ほ

か
、
特
に
万
博
終
了
間
際
か
ら
一
気
に
減
少

傾
向
と
な
っ
た
。
羽
合
温
泉
で
は
、
10
月
の

宿
泊
は
前
月
比
で
約
35
％
増
加
、
前
年
同
月

比
で
概
ね
横
ば
い
と
な
っ
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
お
客
様
が
増
加
し
た
こ
と
で
昨
年
並
み

の
宿
泊
数
と
な
っ
た
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
10
月
の
新
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
２
，１
３
７
台
で
前
月
比
６
．４
％
、前

年
同
月
比
３
．９
％
で
と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。

中
古
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合
わ
せ
て

６
１
９
台
で
前
月
比
５
．９
%
、
前
年
同
月
比

は
３
．０
％
で
と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。
継
続

検
査
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合
わ
せ
て
１

５
，６
４
６
台
で
前
月
比
は
７
．３
％
の
減
少
、

前
年
同
月
比
は
１
．４
％
の
増
加
と
な
っ
た
。

【
建
設
業
】

　
９
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
（
西
日
本
建

設
業
保
証
㈱
保
証
取
扱
）
は
、
請
負
金
額
１

５
１
億
円
、
件
数
１
６
２
件
と
な
っ
た
。
年

度
累
計
は
請
負
金
額
６
３
３
億
円
、
件
数
９

８
５
件
。
地
区
別
で
は
、
日
野
地
区
で
大
幅

増
加
、
西
部
地
区
で
増
加
、
中
部
地
区
は
前

年
並
み
、東
部
、八
頭
地
区
で
減
少
と
な
っ
た
。

設
備
投
資
は
３
か
月
平
均
で
前
年
同
月
比
プ

ラ
ス
に
振
れ
、
公
共
投
資
も
単
月
、
年
度
累

計
と
も
に
プ
ラ
ス
に
振
れ
る
。
一
方
、
住
宅

投
資
は
３
か
月
平
均
で
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
が

続
く
。

【
運
輸
業
】

　
10
月
の
物
流
は
、
飲
料
関
係
や
農
産
物
の

輸
送
が
好
調
で
物
流
量
と
し
て
は
増
加
と
な

っ
た
。
依
然
と
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
深

刻
で
時
間
外
労
働
規
制
を
背
景
に
、
ス
ポ
ッ

ト
運
賃
は
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。
売
上

は
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
増
加
と
な

っ
た
。
軽
油
取
引
税
の
旧
暫
定
税
率
が
２
０

２
６
年
４
月
に
廃
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も

の
の
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
は
な

い
。　
　
　
　
　
　

 （
情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
原
材
料
高
（
特
に
鶏
卵
）
の
高
止
ま
り
と

人
件
費
の
増
加
に
よ
り
、
い
か
に
販
売
価
格

の
値
上
げ
を
す
る
か
が
喫
緊
の
課
題
に
な
っ

て
い
る
。
味
噌
・
醤
油
の
業
界
は
原
材
料
の

米
の
価
格
は
令
和
７
年
度
産
も
高
騰
が
続
い

て
お
り
、
生
産
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
て
い
る
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
来
年
の
春
・
夏
物
の
受
注
動
向
に
特
に
大

き
な
変
化
は
見
ら
れ
ず
、
秋
物
に
つ
い
て
も

不
調
に
終
わ
り
、
追
加
受
注
は
な
い
。

【
家
具
装
備
品
】

　
売
上
高
は
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に

減
少
、
収
益
状
況
も
前
月
比
、
前
年
同
月
比

と
も
に
悪
化
と
な
っ
た
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
前
月
比
で
微
増
、

前
年
同
月
比
で
減
少
、
製
材
品
、
合
板
の
生

産
量
は
前
月
比
で
増
加
と
な
っ
た
。
プ
レ
カ

ッ
ト
加
工
の
稼
働
率
は
前
月
比
３
２
０
％
、

前
年
同
月
比
は
75
％
で
推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
売
上
高
は
前
月
比
で
増
加
、
前
年
同
月
比

で
同
水
準
と
な
っ
た
。

【
印　
刷
】

　
前
月
に
引
き
続
き
秋
篠
宮
家
の
次
女
佳
子

さ
ま
が
因
州
和
紙
を
使
用
し
た
イ
ヤ
リ
ン
グ

を
着
用
さ
れ
た
効
果
に
よ
り
ネ
ッ
ト
注
文
が

続
い
て
い
る
。
印
刷
は
ス
ポ
ー
ツ
、
食
べ
物
、

芸
術
等
季
節
関
連
の
受
注
や
イ
ベ
ン
ト
、
セ

ミ
ナ
ー
、
カ
ニ
等
の
印
刷
が
あ
っ
た
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
東
部
地
区
の
10
月
の
出
荷
量
は
、
前
年
同

月
比
75
．８
％
と
な
り
、
３
か
月
連
続
で
減
少

し
た
。
前
月
比
で
は
１
０
０
．２
％
と
ほ
ぼ
横

ば
い
で
推
移
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
底
堅

い
動
き
が
見
ら
れ
る
。
中
部
地
区
で
は
、
前

年
同
月
比
73
．０
％
に
と
ど
ま
り
、
７
か
月
連

続
で
前
年
実
績
を
下
回
っ
た
。
ま
た
、
４
月

か
ら
10
月
ま
で
の
累
計
出
荷
量
も
前
年
同
期

比
70
．９
％
と
低
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
西

部
地
区
で
は
前
年
同
月
比
75
．８
％
と
前
年
を

大
き
く
下
回
っ
た
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、

前
年
９
月
〜
10
月
に
民
間
の
大
型
物
件
が
稼

働
し
て
い
た
反
動
減
の
影
響
が
大
き
い
と
み

ら
れ
る
。
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令和7年12月1日 とっとりインターンシップ

とっとりインターンシップ
登録企業募集！

令和7年度将来の
産業人材を
地域みんなで
育てよう！

とっとりインターンシップとは

「プログラム登録から運用までWEB上で一括管理」
①まずはアカウントを新規登録
②企業プロフィールを入力
③実習プログラムを入力して登録申請
④ホームページ上で公開され学生募集開始
まずはとっとりインターンシップのホームページをご確認ください
URL : https://www.tottori-internship.net/company

企業のみなさまへ

鳥取県内の産・官・学が主催するインターン
シップ・仕事研究の取組で、窓口一本化によ
る効果的な活動を通して学生の地元定着に
繋げていくことを目的としています。
※窓口は中央会が担当

インターンシップ受入のメリット
●学生が参加することで、企業の仕事や製品に興味を持ち、将来の人材と顧客
の確保につながります。
●企業の社会貢献に学生も参加することにより、地域社会での認知度や信頼感
が高まります。
●従業員が人材育成を経験することで、従業員の指導力向上と職場の活性化に
つながります。
●地域で活躍する企業として将来的な人材育成に貢献できます。

●鳥取で働くことを希望する学生と接点が持てる良い機会となって
います。
●学生とのマッチングはシステムで進捗が確認できるので大変助か
っています。
●参加学生との交流会は、学生のリアルな声を聞くことが出来、プロ
グラムのブラッシュアップにつながっている。
●コーディネーター（さん）には学生との日程調整などで大変お世話
になっています。

業務負担が少ない１日で企
業概要を理解してもらう

ワンデー仕事研究（1日）
種別

現場やロールプレイングで
仕事を体験してもらう

短期型（2日以上）
自社や業界を深く知っても
らい、学生視点の取り込み
で社内の活性化にも役立つ

有償型（10日以上）
複数の企業体験や暮らす体
験など、様々なプログラム
を複合的に体験してもらう

パッケージ型（5日程度）
一定の基準を満たせば取
得した学生情報を広報や
採用活動に使用可能
（詳しくは問い合わせください）

タイプ3型（5日以上）
どのプログラムでも目的に応じたリモート型の実施や対面型と組み合わせたハイブリッド型も可能です。

受入企業
ホームページ公開

4～5月 10～11月
とっとりインターンシップ
説明会等のイベント実施

5～6月 11～12月

実施の流れ（秋・冬の場合）

登録方法はとっても簡単！

※■は夏に実施するインターンシップの日程、■は翌年春に実施する日程です。

選考、マッチング
受入学生決定

5～8月 11～2月
実習日程・プログラム調整
実施計画書提出

7～8月 1～2月
実習受け入れ
実習日誌確認
学生へのフィードバック

7～9月 1～3月

企業の声

登録料手数料は一切不
要

初めての企業にも充実
サポート

　

本
会
で
は
鳥
取
県
よ
り
受
託
し
て
い

る
「
と
っ
と
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推

進
事
業
」
に
お
い
て
、
９
月
26
日
、「
求

め
る
人
材
要
件
に
基
づ
く
受
入
プ
ロ
グ

ラ
ム
設
計
」
を
テ
ー
マ
に
、
企
業
向
け

セ
ミ
ナ
ー
・
学
生
と
の
交
流
会
を
開
催

し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
（
中
級
編
）
で
は
、Ｌ
ｉ

ｆ
ｅ
ｆ
ｉ
ｘ
合
同
会
社 

代
表
社
員 

兼 

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
山
口
翔
馬
氏
を
招
聘
し
、
自

社
が
求
め
る
人
物
要
件
の
言
語
化
、
自

社
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
・
整
理
と
と
も

に
、
自
社
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
参
加

学
生
と
の
意
見
交
換
な
ど
交
流
会
を
開

催
し
た
。

　

山
口
講
師
か
ら
は
「
自
社
の
求
め
る

人
物
像
を
、
行
動
で
確
認
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
落
と
し
込
む
、
学
生
の
学
び

を
深
め
、
企
業
の
評
価
や
採
用
に
結
び

付
け
る
振
り
返
り
の
仕
組
み
を
つ
く
る
、

講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
自

社
の
改
善
点
を
み
つ
け
る
」
な
ど
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
か
ら
採
用
に
つ
な
げ

る
具
体
的
な
手
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
学
生
と
の
交
流
会
で
は
、
学

生
の
参
加
し
て
み
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

提
案
が
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
に

つ
な
が
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

企
業
担
当
者
か
ら
は
「
人
物
の
言
語

化
に
つ
い
て
『
明
る
い
人
』
や
『
や
る

気
の
あ
る
人
』
な
ど
曖
昧
な
表
現
を
使

い
や
す
い
が
、『
具
体
的
に
改
善
提
案

で
き
る
人
』
や
『
他
者
の
意
見
を
ま
と

め
実
行
に
移
せ
る
人
』
な
ど
行
動
を
表

現
す
る
手
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」

な
ど
意
見
が
あ
り
大
変
有
意
義
な
セ
ミ

ナ
ー
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
組
織
支
援
部　

北
浦
）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
か
ら
採
用
へ

　
　
企
業
セ
ミ
ナ
ー
＆
学
生
と
の
交
流
会
を
開
催
！参加学生との交流会風景
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令和7年12月1日 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

【お問合せ窓口】
鳥取県商工労働部  企業支援課（鳥取県持続的な賃上げ・生産性向上支援補助金事務局）
TEL：0857-26-7988　URL：https://www.pref.tottori.lg.jp/318420.htm

詳細は鳥取県ホームページに掲載の募集要項でご確認ください。

【申請受付期限】
令和７年12月26日（金）

持続的な賃上げ・生産性向上支援補助金のご案内
　物価高騰による厳しい経営環境が続く中にあっても、一定水準以上の
賃金引上げを行う県内中小企業者の生産性向上や人材育成等を図る取組
を支援します。

■補助対象者　以下の要件を満たす鳥取県内に主要な事業所を有する中小企業者等（従業員のいる個人事業主
も含みます。）が対象です。

１. 従業員の賃金引上げ
令和5年10月以降の任意の3ヶ月間を比較して従業員等1人当たりの平均給与支給月額を引き上げること。

２. パートナーシップ構築宣言
詳しくはパートナーシップ構築宣言ポータルサイトをご確認ください。

３. 付加価値額の向上（大規模成長投資型のみ）
付加価値額が3年間で9％以上伸びることが見込まれること。

４. 従業員の賃金の継続的な増加（大規模成長投資型のみ）
1人当たり人件費が3年間の年平均で3％程度増加することが見込まれること。

補助
金額

【一般型】

最大 ５００万円 補助
金額

【大規模成長投資型】

最大 1,5００万円

●認定時期 【　一　般　型　】 随時
 【大規模成長投資型】 申請日の翌月の下旬（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※外部審査会による書面審査があります

●事業期間　認定日から最長令和8年2月末まで

【お問合せ窓口】 鳥取県商工労働部  企業支援課　TEL：0857-26-7249
 URL：https://www.pref.tottori.lg.jp/324838.htm

米国関税の影響に伴う経済変動の影響を受けた
事業者向け融資制度のご案内
【地域経済変動対策資金】

【制度の内容】
■概　　　要 米国関税の影響に伴う経済変動の影響を受けた中小企業の皆さま
 を対象に、経営の安定や事業継続に必要な資金を円滑に供給するための融資です。
■融資対象者 米国関税の影響に伴う経済変動により、次のいずれかの要件を満たすもの

ア 最近３か月間の売上高等が前年同期の売上高等に比べ５パーセント以上減少している者
イ 最近１か月間の売上高等が前年同月の売上高等に比べ５パーセント以上減少し、かつ、その後の２か
月間を含む３か月間の売上高等が前年同期に比べ５パーセント以上減少することが見込まれる者

ウ 最近1か月の売上総利益率（売上総利益（損失）÷売上高）又は営業利益率（営業利益（損失）÷売上
高）が前年同月と比べ減少している者

エ 融資実行希望月を含む今後３ヵ月間の売上高等が前年同期の売上高等に比べ５％以上減少する見
込みの者

■資 金 使 途 設備資金、運転資金又は借換資金
 ※借換資金は運転資金又は設備資金の借入に併せて行う場合に限ります。
■融資限度額 2億8千万円
■融 資 期 間 １０年以内 （据置3年以内含む）
■融 資 利 率 年1.63％（変動金利）
■保　　　証 信用保証協会の保証が必要
■保 証 料 率 0.23％～ 0.68％ （9区分）の範囲内で保証協会が決定

【取扱期間】
令和７年12月３１日（水）
申込受付分まで
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令和7年12月1日

中央会新春セミナー＆新年賀詞交歓会を開催します！！中央会新春セミナー＆新年賀詞交歓会を開催します！！
令和8年 1月9日［金］と　き

ホテルニューオータニ鳥取
（鳥取市今町二丁目１５３番地）

ところ

新春セミナー（鳳凰の間）

テーマ ： 「偉人に学ぶお金の活用術
　　   　　　～知られざるお金の日本史～」
講　師 ： 河合  敦氏（多摩大学客員教授／早稲田大学非常勤講師）

第1部

中央会新年合同賀詞交歓会（鶴の間）
16時00分～ 18時00分
会費：7,000円（事前振込）

14時00分～ 15時30分

第2部

鳥取事務所
〒680-0835　鳥取市東品治町 102　鳥取駅前ビル 3階
TEL 0857-20-1500　　FAX 0857-20-1502

講演・執筆をはじめ、日本テレビ「世界一受けたい授業」、NHK「歴史探偵」、
BSフジ「日本史の新常識」等テレビ出演多数。
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令和7年12月1日

2日（火） 9日（火） 16日（火） 23日（火）

12月の倉吉出張所相談日のお知らせ

　
街
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
灯
り
は
じ

め
、「
今
年
も
終
わ
る
ん
だ
な
ぁ
」と
し
み

じ
み
し
て
し
ま
う
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

12
月
は
忘
年
会
な
ど
で
予
定
が
詰
ま
り
が

ち
で
す
が
、ど
う
か
無
理
を
し
す
ぎ
ず
、

あ
た
た
か
い
飲
み
物
で
も
片
手
に〝
ほ
っ

と
一
息
〞つ
く
時
間
を
つ
く
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
先
月
の
創
立
70
周
年
記
念
式
典
に
は
、

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。改
め
て
当
会
が
歩
ん
で
き
た
道
の
り

の
重
み
と
、こ
れ
か
ら
の
未
来
へ
の
期
待

を
感
じ
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、

ど
う
か
お
身
体
に
気
を
つ
け
て
、穏
や
か
な

年
末
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
（
ナ
ゴ
シ
）

編
集
後
記

 2 火

組合ＢＣＰ支援事業・専門家派遣
（対象：(協)和田浜工業団地） １０：３０ 和田公民館

中国ブロック指導員研究会（工業） １３：３０
 福山ニューキャッスルホテル（３日まで）

 4 木 事業承継ワークショップ １３：００ 
 米子コンベンションセンター（5日まで）

 5 金
連携組織付加価値向上事業
（対象：鳥取鉄工センター青年部） １３：００
 防府ブリヂストン工場

 8 月

外国人技能実習制度適正化講習会 １０：００
 ホテルモナーク鳥取

団体協約普及推進事業・専門家派遣
（対象：(協)米子食品卸売市場） １０：３０
 東亜青果㈱ 会議室

 9 火 経営改善計画策定ワークショップ研修 １０：００
 米子コンベンションセンター（10日まで）

 15 月

西部青年中央会12月例会 １９：００
 国際ファミリープラザ

中部青年中央会12月例会 １８：３０
 セブンデイズカフェ

 16 火

経営改善計画策定ワークショップ研修 １０：００
 とりぎん文化会館（17日まで）

（協）鳥取鉄工センター・（協）米子鉄工センター・
徳島県鉄鋼（協）　組合間連携交流Web会議
１３：３０ オンライン

 18 木

販路開拓支援事業・取引拡大セミナー １４：００
 ホテルモナーク鳥取

連携付加価値向上事業（対象：東部青年中央会）
１9：００ ヴェルージュ

 19 金
連携付加価値向上事業
（対象：建設業パートナーズ（協））
１７：００ ホテルニューオータニ鳥取

 23 火 組合ＢＣＰ支援事業・専門家派遣
（対象：(協)和田浜工業団地）１０：３０ 和田公民館

日 曜日 行事内容 ・ 時間 ・ 場所

中央会・組合の 行事予定月12

中央会の動き

『中小企業とっとり』に
組合の情報を掲載しませんか？

【組合の情報掲載に関するお問い合わせ】
鳥取県中小企業団体中央会　

企画振興部　TEL：0857-26-6671
または組合担当者まで

お気軽にお問合せください！

情 報 募 集

★イベントのPRをしたい
★組合の事業を紹介したい
★組合のニュースを
　取り上げてほしい
　　　　　　などなど

県内事業者の経営力向上に向けた
価格適正化と賃上げ相談窓口を開設！

相談受付 ●受付期間 令和７年３月３日（月）～令和８年２月２７日（金）
●受付機関 鳥取県中小企業団体中央会
 ※本事業は鳥取県からの受託事業として実施します。

●受 付 先 電　話　0857-26-6671
 メール　honbu@chuokai-tottori.or.jp
 ※電話による受付は、平日の午前９時～午後５時です。（メールは随時）

相談
無料

　物価高騰や人件費高騰などによる厳しい経営環境でも、価格適正化や賃上げを実現するため、価格転
嫁や生産性向上、業務改善等の具体的な方法を企業経営の専門家に相談できる窓口を開設します。



再生紙を使用しています

中央会は組合づくりの
パートナー

事業協同組合
　中小企業がお互いに協力し、助け合う精神（相互扶
助の精神）に基づいて共同で事業を行い、経営の近代
化・合理化と経済的地位の向上・改善を図るための組
合です。

（1）取引条件の改善、販売促進、資金調達の円滑化、情報・技術・人材・マーケティング等の経営
ノウハウの充実、生産性の向上等により経営の近代化・合理化を図ることができる

（2）業界のルールの確立、秩序の維持ができ、メンバー企業の経営の安定と業界全体の改善発
達を図ることができる

（3）中小企業者の個々の意見や要望事項を組合でまとめることにより国の施策に反映させること
ができるとともに、組合を通じて、多くの中小企業施策を利用することができる

企業組合
　個人事業者や勤労者等が集まり、個々の資本と労
働を組合に集中して、組合の事業に従事し、組合自体
が一つの企業体となって事業活動を行う組合です。

協業組合
　組合員になろうとする中小企業者が、従来から営ん
でいた事業を統合し、事業規模の適正化、設備や経営
の近代化及び合理化を図り、生産・販売機能の向上を
図ろうとする組合です。

商工組合
　業界全体の改善と発展を図ることを目的とする同
業者組合です。

組合の設立・グループ創業についてのご相談は本会まで

組合をつくる効果

　特定地域づくり事業協同組合制度とは、人口急減地域において、中小企業等協同組合法に基づ
く事業協同組合が、特定地域づくり事業を行う場合について、都道府県知事が一定の要件を満た
すものとして認定したときは、労働者派遣事業（無期雇用職員に限る。）を許可ではなく届出で実
施することを可能とするとともに、組合運営費について財政支援を受けることができるものです。

特定地域づくり事業協同組合制度

中小企業組合の主な種類

共同事業を通じて、コスト削減や
取引条件が改善される

中央会支援事業（補助金）や国、県等の
補助金が受けられる

組合設立のメリット

中央会を通じて、中小企業施策等
タイムリーな情報が得られる 組合を通じて、国、県に要望等行うことができる

行政庁（鳥取県知事）認可法人として
信用力のある法人となる

設立手続きから設立後も中央会の
サポートが受けられる

発
行
人
　
鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
　
　
〒
680‐

0845 鳥
取
市
富
安
１
丁
目９６

　
　
　
　
T
EL（
０８５７

）２６‐６６７１（
代
）・
FA
X（
０８５７

）２７‐１９２２

倉
吉
出
張
所
 〒
682‐

0887 倉
吉
市
明
治
町（
倉
吉
商
工
会
議
所
内
）

 
T
EL・
FA
X（
０８５８

）２２‐１７０６
米
子
支
所
 〒
683‐

0823 米
子
市
加
茂
町（
米
子
商
工
会
議
所
５
階
）

 
T
EL （０８５９

）３４‐２１０５・
FA
X（
０８５９

）３４‐６４４１

毎
月
１
回
１
日
発
行
　
中
央
印
刷
株
式
会
社
　
印
行

購
読
料
　
1部
　
７０
円
　
T
EL（
０８５７

）５３‐２２２１
（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

U
R
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https://w
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w
.chuokai-tottori.or.jp

E
-m
ail honbu@

chuokai-tottori.or.jp
中
小
企
業
と
っ
と
り
　
令
和
7
年
1
2
月
1
日
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